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江
戸
時
代
の
、
例
え
ば
藩
に
提
出
さ
れ
た
由
緒
帳
を
見
る
と
、
そ
こ
で
は
女

性
の
名
前
は
誰
々
の
妻
と
か
、
娘
な
ど
と
書
か
れ
、
名
前
の
現
れ
な
い
の
が
普

通
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
当
時
の
「
家
」
社
会
の
中
で
女
性
は
名
前
す
ら
残

せ
な
い
ほ
ど
人
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ

れ
は
ま
ず
、
当
時
の
公
文
書
や
公
私
の
世
界
の
あ
り
方
を
、
現
在
の
も
の
と
同

様
に
考
え
る
所
か
ら
く
る
誤
り
で
あ
ろ
う
。
文
書
を
少
し
注
意
し
て
見
て
い
く

と
、
「
家
」
の
中
の
女
性
の
別
の
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
町
人
に
つ
い
て
言
え
ば
、
武
士
と
異
な
っ
て
家
や
家
業
を
一
時
的
に
せ

よ
継
ぐ
女
性
た
ち
は
決
し
て
少
数
で
は
な
い
。
町
人
の
家
に
お
け
る
女
性
の
位

置
を
金
沢
全
体
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
家
々
に
つ
い
て
そ
の
家
主
と
家

業
を
書
き
あ
げ
て
い
る
、
文
化
八
年
（
一
八
二
）
の
「
金
沢
町
名
帳
」
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
女
性
で
家
主
で
あ
る
者
の
数
は
全
体
の
八
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
、
決
し
て
特
異
な
例
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
は
男
系
相
続
で
あ
る
か
ら
、
女
性
が
家
主
と
し
て
現
れ
る
の
は
、

基
本
的
に
は
男
系
で
の
相
続
人
が
途
切
れ
て
い
る
場
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

町
に
よ
っ
て
、
占
め
る
割
合
は
零
か
ら
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
余
り
と
多
様
だ
が
、

下
層
町
人
の
集
ま
る
よ
う
な
町
で
は
女
性
の
家
主
が
登
場
す
る
こ
と
が
多
い
。

彼
女
た
ち
の
職
業
の
約
四
分
の
一
一
一
に
当
た
る
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
苧
カ
セ

（
麻
糸
と
り
）
、
か
な
引
、
笠
縫
い
（
加
賀
笠
作
り
）
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
こ

江
戸
時
代
の
「
家
」
と
女
性

れ
ら
が
女
性
が
資
金
の
な
い
ま
ま
家
計
を
支
え
る
た
め
に
取
り
得
る
職
の
典
型

で
、
現
在
で
一
一
一
一
口
え
ば
内
職
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
女
性
の
職
業
選
択
の
不
自
由
さ
を
物
語
る
と
言
え
る
が
、
一
方
、

店
舗
経
営
を
担
っ
て
い
る
女
性
た
ち
も
少
な
く
な
い
。
大
店
の
多
い
本
町
筋
で

は
、
家
業
と
し
て
の
薬
種
問
屋
、
合
薬
商
売
、
宿
屋
、
銭
商
売
な
ど
を
継
ぐ
例

が
み
え
る
。
そ
こ
で
は
奉
公
人
や
親
類
の
助
け
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

が
、
そ
れ
で
も
女
性
自
身
の
商
才
も
求
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
｜
方
、
中
・
小

店
舗
が
並
ぶ
町
に
お
い
て
は
小
間
物
・
古
手
・
菓
子
、
荒
物
、
塩
・
醤
油
、
四

十
物
、
足
駄
、
た
ば
こ
、
貸
本
、
そ
ば
な
ど
多
様
な
商
売
で
、
そ
れ
ら
は
女
性

た
ち
自
身
の
働
き
で
営
ま
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

一
方
、
町
人
に
対
し
て
、
そ
の
軍
事
組
織
と
い
う
特
徴
の
た
め
に
も
、
武
士

階
級
で
は
女
性
が
「
家
」
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

し
か
し
そ
の
中
で
、
女
性
を
始
祖
と
す
る
武
士
の
家
が
見
付
っ
た
。
金
沢
市
三

社
町
中
村
家
は
、
加
賀
藩
の
年
寄
り
女
中
で
あ
っ
た
中
村
と
い
う
女
性
を
始
祖

と
し
て
い
る
。

中
村
は
（
実
名
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
）
、
寛
永
一
一
十
年
（
一
六
四
三
）
に
大

小
将
組
の
中
村
次
郎
右
衛
門
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
親
の
次
郎
右
衛
門
は

一
一
百
石
取
り
、
加
賀
藩
に
あ
っ
て
は
決
し
て
禄
高
は
高
く
は
な
い
が
、
現
実
的

に
は
藩
政
を
支
え
て
い
た
階
層
で
あ
る
。
中
村
の
生
ま
れ
た
家
は
、
慶
長
四
年

中
野
節
子

金沢の女性たち６６



（
’
五
九
九
）
祖
父
に
当
た
る
三
左
衛
門
が
、
新
知
一
一
百
石
で
召
し
出
さ
れ
て

本
家
（
’
’
’
百
石
）
か
ら
分
家
、
同
七
年
に
五
十
石
の
加
増
、
元
和
一
一
一
年
（
一
六

一
七
）
さ
ら
に
百
石
を
加
増
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
も
暫
く
は
藩
政
の
確
立
時

期
に
当
た
り
、
藩
臣
の
増
加
、
家
禄
の
増
加
な
ど
の
機
会
も
多
く
、
三
左
衛
門

の
家
も
含
め
武
家
の
家
々
に
は
興
隆
の
活
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
時
期
と
い
え

る
。
こ
の
三
左
衛
門
は
男
子
が
い
な
い
ま
ま
元
和
八
年
に
死
去
し
た
た
め
、
兄

弟
で
あ
っ
た
中
村
の
父
が
そ
の
後
を
継
い
だ
の
で
あ
る
。
中
村
は
家
庭
で
も
活

気
あ
る
当
時
の
社
会
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
育
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
中
村
は
定
番
馬
廻
り
組
高
崎
小
市
郎
（
小
一
郎
と
も
あ
る
）
と
結
婚
、

一
子
一
一
一
郎
左
衛
門
を
も
う
け
た
が
、
延
宝
七
年
（
’
六
七
九
）
’
一
一
十
七
才
の
時

小
市
郎
が
病
死
、
’
一
一
郎
左
衛
門
も
早
世
し
た
。
そ
し
て
、
天
和
二
年
（
’
六
八

二
）
’
一
一
十
九
才
で
広
式
（
藩
主
と
そ
の
家
族
が
日
常
生
活
を
す
る
所
）
に
年
寄

り
女
中
と
し
て
召
し
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
「
政
所
様
」
鵜
の
上
京
に
介
副
役
と
し

て
同
行
、
そ
の
ま
ま
京
都
に
滞
在
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
当
時
藩
主
の
家

族
に
付
く
奉
公
人
に
は
、
そ
の
身
分
、
立
場
と
同
時
に
相
応
の
教
養
、
芸
能
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
し
か
も
、
文
化
の
中
心
で
あ
る
京
都
へ
召

さ
れ
る
基
準
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
選
ば
れ
た
中
村
は
、
本
人
の
才
能
、
努
力

と
共
に
、
育
っ
た
家
庭
、
稼
ぎ
先
で
、
そ
れ
ら
の
才
能
を
育
て
て
い
く
機
会
が

持
て
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＊
「
政
所
」
は
綱
紀
の
娘
で
正
徳
二
年
（
’
七
一
二
）
京
都
の
公
家
二
条
吉
忠
に
嫁

そ
の
後
中
村
は
、
年
取
っ
た
こ
と
を
理
由
に
暇
を
も
ら
い
、
京
都
で
勤
め
て

い
た
時
同
様
の
扶
持
で
、
金
沢
で
最
後
の
時
を
過
ご
し
、
享
保
十
五
年
（
一
七

し
た
直
姫
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
未
詳
。

三
○
）
に
八
十
九
才
の
高
齢
で
死
去
し
た
。

実
子
の
な
い
年
寄
り
女
中
の
中
村
は
、
享
保
五
年
射
手
組
の
沢
村
三
郎
右
衛

門
の
三
男
を
養
子
と
し
て
中
村
家
を
継
が
せ
、
中
村
弥
五
左
衛
門
を
名
乗
ら
せ

た
。
こ
の
弥
五
左
衛
門
の
養
子
を
許
可
し
た
の
は
加
賀
藩
五
代
の
前
田
綱
紀
で

あ
り
、
新
知
百
五
十
石
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
中
村
家
は
そ
の
後
代
々
続
い
て
、

明
治
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
女
性
を
始
祖
に
す
る
武
士
の
家
は
、
特
殊
な
例
で
あ
る
が
、
中

村
に
見
る
よ
う
な
女
性
の
行
動
力
を
決
し
て
特
殊
と
見
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
こ
の
頃
活
躍
し
て
い
た
熊
沢
蕃
山
は
、
特
に
中
・
下
層
の
武
士
の
家
で
は
、

時
に
は
当
主
に
代
わ
っ
て
用
を
た
す
女
一
房
た
ち
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
教
養
を
積
ん
だ
武
士
の
女
性
が
例
外
的
で
な
い
こ
と
は
、
従
来
の

研
究
が
明
か
に
し
て
い
る
。
武
士
階
級
の
女
性
た
ち
は
、
束
縛
と
従
属
に
身
を

屈
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

現
在
残
さ
れ
た
由
緒
帳
な
ど
だ
け
か
ら
で
は
、
女
性
た
ち
の
社
会
的
活
動
は

ほ
と
ん
ど
見
え
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
女
性
史
の
発
掘
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現

在
、
意
外
に
多
様
な
女
性
た
ち
の
動
き
が
残
さ
れ
た
史
料
か
ら
描
き
出
さ
れ
て

い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
文
化
八
年
の
「
金
沢
町
名
帳
」
は
、
金
沢
市
図
書
館
叢
書
（
二
と
し
て
、

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
か
ら
平
成
八
年
に
翻
刻
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
）

（
な
か
の
せ
つ
一
」
金
沢
大
学
文
学
部
助
手
）
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